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～卒業生の皆さんへ～
自分を信じて何事にも挑戦してください！



ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢

　
昨
年
の
４
月
に
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

信
任
を
い
た
だ
き
、
町
政
の
執
行
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
早
く
も
１
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
に
、
国
の
経
済
は
雇
用
や
所
得

環
境
の
改
善
が
進
み
、
国
内
の
人
の
往
来

の
活
発
化
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復

な
ど
に
よ
り
上
向
き
の
傾
向
を
見
せ
て
い

ま
す
が
、
他
方
で
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
長
期
化
な
ど
が
住
民
生
活
へ
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
先
行
き
が
不
透
明

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
本
町
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
手
を
携
え
、

住
民
生
活
を
支
え
る
た
め
の
施
策
を
積
極

的
に
取
り
進
め
、
国
や
北
海
道
、
関
係
機

関
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
未
来
へ

つ
な
ぐ
「
持
続
可
能
」
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
規
模
で
進
む
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭

素
化
な
ど
、
社
会
情
勢
や
人
々
の
価
値
観

な
ど
が
変
化
し
、
教
育
を
取
り
巻
く
課
題

も
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
、
国
際
情

勢
の
不
安
定
化
な
ど
、
先
行
き
が
不
透
明

な
中
、
将
来
の
予
測
が
難
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
う

し
た
変
化
を
乗
り
越
え
て
、
新
た
な
発
想

と
行
動
力
で
様
々
な
課
題
に
対
し
、
自
ら

の
考
え
を
持
ち
、
解
決
に
向
け
て
主
体
的

に
考
え
る
力
や
、
多
様
な
人
々
と
協
働
す

る
力
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
、
自
分
の
良

さ
や
可
能
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
相

互
に
多
様
性
を
認
め
合
い
、
協
働
し
な
が

ら
社
会
変
化
を
乗
り
越
え
、
豊
か
な
人
生

を
切
り
拓
く
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、

　
本
年
度
は
、
第
６
次
ま
ち
づ
く
り
推
進

総
合
計
画
の
前
期
計
画
期
間
の
最
終
年
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
に
掲
げ
る
基
本

目
標
を
着
実
に
推
進
し
、
社
会
情
勢
に
合

わ
せ
た
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
各
種
施
策

を
前
進
さ
せ
、「
海
・
山
・
川
が
織
り
な

す
、
希
望
が
灯
る
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
・
ひ
ろ

お
」
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
尾
町
の
豊
か
な
自
然
か
ら
も
た
ら
さ

れ
る
地
域
の
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
た

漁
業
・
農
業
・
林
業
の
振
興
を
は
じ
め
、

商
工
業
及
び
観
光
の
振
興
を
推
進
し
、
ま

ち
に
賑
わ
い
を
生
み
出
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
・
医
療
、

子
育
て
・
教
育
の
充
実
、
そ
し
て
将
来
を

見
据
え
た
堅
実
な
財
政
運
営
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
更
に
前
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

町
政
の
主
役
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ん
と
対

話
を
重
ね
、多
く
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け「
す

べ
て
の
世
代
が
希
望
を
も
っ
て
住
み
続
け

た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
皆
さ
ん

と
共
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
持
つ
可
能
性
を
引
き
出
し
、

広
げ
て
い
く
教
育
を
進
め
る
と
と
も
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
は
も
と
よ
り
、
関
係

機
関
、
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
を
深
め
、

教
育
行
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
の

良
さ
や
他
者
を
尊
重
し
、
多
様
な
人
々
と

協
働
し
な
が
ら
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
、

あ
ら
ゆ
る
社
会
的
変
化
を
乗
り
越
え
て
い

く
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、地
域
の
力
を
結
集
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
を
活
用
し
、
地
域
と
学
校
が
と

も
に
目
指
す
子
ど
も
の
姿
を
共
有
し
、
確

か
な
学
力
の
定
着
と
自
己
肯
定
感
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
全
面
的
に
幸
福
な
状
態
）

の
向
上
に
努
め
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町

長
部
局
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
広
尾

高
校
の
存
続
に
努
め
る
と
と
も
に
、
将
来

の
広
尾
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
の
向
上
と
、
生
涯
を
通
じ
て
知
識
と
時

代
の
変
化
に
応
じ
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
、

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町長町長
田中　靖章田中　靖章

教育長教育長
山岸　直宏山岸　直宏
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　内容は抜粋して掲載してい
ます。
　令和７年度町政執行方針全
文は、町ウェブサイトでご覧
になるか、総務課総務係まで
ご連絡ください。

ウェブサイトは
こちら

○
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
自
己

負
担
の
一
部
補
助

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
た

雇
用
の
掘
り
起
こ
し
や
事
業
承
継
に
向

け
た
取
組
の
実
施

○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
増
加
に
向
け
た

返
礼
品
の
充
実

▼
観
光
振
興
と
サ
ン
タ
ラ
ン
ド

○
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に
向
け

た
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

○
地
域
間
連
携
に
よ
る
広
域
観
光
の
推
進

○
道
の
駅
や
キ
ャ
ン
プ
場
の
協
議
・
検
討

○
大
丸
山
森
林
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
充
実

○
大
丸
山
頂
上
に
新
展
望
台
と
ト
イ
レ
を

設
置

○
サ
ン
タ
カ
ー
ド
の
魅
力
向
上
及
び
「
子

ど
も
の
夢
を
応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
継
続
実
施

▼
十
勝
港
の
利
活
用

○
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
の
整
備
に
よ
る
コ
ン

テ
ナ
船
定
期
航
路
の
維
持
発
展
及
び
企

業
誘
致
の
取
組
推
進

▼
子
育
て
支
援
・
地
域
福
祉

○
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充

実
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

向
け
た
取
組

○
産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
普
及

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

支
え
合
い
の
ま
ち

２

▼
水
産
業
の
振
興

○
赤
潮
被
害
対
策
と
し
て
、
ウ
ニ
と
毛
ガ

ニ
の
生
息
把
握
や
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

事
業
に
対
す
る
継
続
支
援

○
ウ
ニ
養
殖
企
業
化
試
験
事
業
に
対
す
る

継
続
支
援

○
マ
ツ
カ
ワ
の
稚
魚
飼
育
・
放
流
事
業
、

種
苗
の
安
定
供
給

○
加
工
業
者
等
と
連
携
し
た
水
産
加
工
品

の
販
路
拡
大
の
取
組
推
進

○
漁
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業
へ
の
支
援

▼
農
業
の
振
興

○
営
農
継
続
に
向
け
た
生
産
基
盤
の
回
復

と
経
営
安
定
化
の
支
援

○
家
畜
伝
染
病
対
策
と
し
て
農
場
の
定
期

巡
回
や
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

○
第
三
者
経
営
継
承
、
農
場
派
遣
事
業
等

に
よ
る
担
い
手
確
保
の
取
組
推
進

▼
林
業
の
振
興

○
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整

備
の
促
進
、
木
材
の
利
用
促
進
、
林
業

担
い
手
育
成
な
ど
の
林
業
事
業
体
に
対

す
る
支
援

○
「
集
い
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
充
実

○
「
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
の
活
用

○
エ
ゾ
シ
カ
や
ヒ
グ
マ
な
ど
の
有
害
鳥
獣

対
策
の
推
進

▼
商
工
業
の
振
興

○
中
小
企
業
等
に
対
す
る
支
援
や
経
済
対

策
に
よ
る
町
内
経
済
の
活
性
化

活
力
あ
る

産
業
の
ま
ち

１

○
保
育
料
の
完
全
無
償
化
や
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
無
償
化
の
継
続
実
施

○
出
産
祝
い
金
の
拡
充
、
在
宅
育
児
支
援

金
の
支
給
、
不
妊
治
療
費
や
妊
産
婦
検

診
費
の
助
成
な
ど
の
継
続
実
施

○
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
よ
る
相

談
支
援
体
制
の
充
実

▼
高
齢
者
、
障
が
い
者
福
祉
と
介
護
サ
ー

ビ
ス

○
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

支
援
を
一
体
的
に
提
供
す
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

○
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
、
軽
度

生
活
支
援
事
業
、
高
齢
者
外
出
支
援
交

通
費
助
成
事
業
な
ど
の
通
年
実
施

○
高
齢
者
外
出
支
援
交
通
費
助
成
事
業
の

継
続
実
施

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ー
ま
ひ
ろ
お
と
連
携
し
、

障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
開
催
、
医
療

従
事
者
等
修
学
資
金
貸
付
制
度
の
利
用

促
進
に
よ
る
人
材
確
保

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
人
材
確
保
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
よ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上

○
新
築
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お

け
る
自
立
支
援
と
重
度
化
防
止
の
取
組

▼
健
康
づ
く
り

○
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

と
地
域
保
健
対
策
の
総
合
的
推
進

○
食
育
の
推
進
、
歯
や
口
腔
の
健
康
づ
く

り
の
意
識
向
上

○
自
殺
対
策
計
画
に
基
づ
く
、
こ
こ
ろ
の

令和７年度
町政執行方針（要旨）

教育行政執行方針（要旨）
　３月４日（火）、令和７年第１回広尾町議会定例会において、
田中町長が町政執行方針、山岸教育長が教育行政執行方針をそ
れぞれ述べました。田中町長と山岸教育長が示した、目指すま
ちづくりの方向性と取組をお伝えします。
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▼
交
通
安
全
・
防
犯
対
策

○
デ
イ
ラ
イ
ト
運
動
の
普
及
の
継
続

○
町
民
へ
の
必
要
な
情
報
提
供
、
町
内
会

や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
防
犯
対
策

▼
道
路
交
通
・
公
共
交
通
対
策

○
高
規
格
道
路
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道「
大
樹
・

広
尾
間
」
早
期
全
線
開
通
へ
の
取
組

○
町
道
の
維
持
補
修
や
道
路
整
備
の
計
画

的
な
実
施

○
地
域
公
共
交
通
会
議
の
設
置
に
よ
る
交

通
課
題
の
解
決
に
向
け
た
検
討

○
十
勝
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス
利
用
促

進
に
向
け
た
取
組

○
「
高
速
ひ
ろ
お
サ
ン
タ
号
」
の
運
行
再

開
に
向
け
た
要
請
活
動
の
実
施

▼
住
宅
環
境
対
策

○
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く

適
切
な
維
持
管
理
の
実
施

○
危
険
な
空
き
家
の
取
り
壊
し
に
対
す
る

助
成
の
継
続

▼
環
境
衛
生
対
策

○
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
、
適
切
な
分

別
の
徹
底

○
ご
み
処
理
施
設
の
移
行
に
向
け
た
中
間

施
設
の
検
討

▼
上
下
水
道
の
整
備

○
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
と
水
道
水
の

安
定
供
給

○
浄
水
場
管
理
の
全
面
委
託
に
よ
る
効
率

的
な
維
持
管
理

▼
脱
炭
素
化
の
推
進

○
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
検
討

○
吸
収
源
と
な
る
森
林
の
整
備
、
保
全
、

間
の
確
保
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
に
よ
る

生
徒
指
導
・
教
育
相
談
体
制
の
充
実

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
軸
と
し
、「
ひ

ろ
お
学
」
に
よ
る
小
・
中
・
高
連
携
の

さ
ら
な
る
推
進

○
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
策
定
に
よ
る

教
職
員
の
業
務
改
善

▼
社
会
教
育
関
係

○
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

に
よ
る
「
広
尾
っ
子
応
援
団
」
の
活
動

の
推
進

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立

に
向
け
て
年
齢
層
に
応
じ
た
事
業
実
施

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
部
活
動
の

支
援
を
試
行
的
に
実
施
し
、
地
域
移
行

に
向
け
た
協
議
の
継
続

▼
防
災
・
消
防
対
策

○
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
の
実
施
に
よ
る

住
民
の
意
識
啓
発
と
支
援
体
制
の
検
討

○
避
難
生
活
に
必
要
な
物
資
の
備
蓄

○
自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
育
成
支
援
を

図
り
地
域
防
災
力
の
充
実

○
小
中
学
校
・
高
校
と
連
携
し
た
各
種
訓

練
な
ど
防
災
教
育
の
支
援

○
消
防
団
員
の
安
全
装
備
の
整
備
、
災
害

時
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理

住
み
や
す
さ
が

感
じ
ら
れ
る
ま
ち

４

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
普
及
啓
発

▼
医
療
体
制

○
地
域
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
質
の
高
い

医
療
の
提
供
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

○
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
向
け
た
重
点

的
な
取
組

▼
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

○
特
定
健
診
な
ど
、
各
種
健
診
の
受
診
勧

奨
と
き
め
細
か
な
保
健
指
導

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
夢
や
希

望
を
も
っ
て
主
体
的
に
生
き
る
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
の
継
続
と
教
育
委
員
会
と
連
携
し

た
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
充
実

▼
学
校
教
育
関
係

○
小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
、
修
学

旅
行
費
の
助
成
の
継
続
実
施

○
広
尾
高
校
の
存
続
に
向
け
、
長
期
休
業

中
の
公
設
民
営
塾
の
開
設
、「
広
尾
地

域
学
」
の
充
実
、
下
宿
事
業
運
営
費
助

成
な
ど
の
実
施

○
広
尾
高
校
に
対
す
る
「
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ

ン
13
」
の
継
続

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
に
よ
る
学
習

環
境
の
整
備

○
デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど
に
よ
る
児
童
生
徒

の
学
習
意
欲
の
向
上
、
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
の
視
点
に
立
っ
た
授
業

改
善
、
教
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時

豊
か
な
心
を
育
み

文
化
を
高
め
る
ま
ち

３

海
洋
資
源
の
調
査
・
研
究

▼
公
園
整
備

○
見
直
し
計
画
に
基
づ
く
計
画
的
な
公
園

整
備

▼
町
民
が
活
躍
す
る
ま
ち

○
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ
る
町

内
会
に
対
す
る
支
援

○
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
広
報
活

動
の
実
施

○
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

地
域
分
担
制
、
ま
ち
づ
く
り
意
見
公
募

な
ど
の
実
施
に
よ
る
町
民
の
意
見
・
要

望
機
会
の
提
供

▼
行
財
政
運
営

○
財
政
運
営
の
効
率
化
に
よ
る
、
健
全
な

財
政
基
盤
の
確
立

○
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

▼
移
住
・
定
住
、
交
流
、
関
係
人
口
の
拡
大

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配
置
に
よ
る
移

住
・
定
住
や
空
き
家
対
策
の
推
進

○
町
内
で
人
材
が
不
足
す
る
職
種
の
働
き

手
を
確
保
す
る
た
め
、
奨
学
金
返
還
支

援
助
成
の
継
続
実
施

○
国
の
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

制
度
の
活
用
に
よ
る
関
係
人
口
の
拡
大

○
結
婚
に
伴
う
費
用
の
助
成
の
実
施
、
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
る
出
会
い
の

場
の
創
出 次

世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
ま
ち

５
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令
和
6
年
度　
広
尾
町

令
和
6
年
度　
広
尾
町�

�
�

�
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰
式

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰
式

　
「
令
和
6
年
度
広
尾
町
文
化
賞
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰
式
」

　
「
令
和
6
年
度
広
尾
町
文
化
賞
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰
式
」

が
3
月
1
日
に
コ
ミ
セ
ン
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
3
月
1
日
に
コ
ミ
セ
ン
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
文
化
奨
励
賞
・
個
人
の
部
】

▼
小
堀　
み
な
み　

▼
小
堀　
み
な
み　

書
道
作
品
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
本
町
文
化
の
向
上

書
道
作
品
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
本
町
文
化
の
向
上

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

【
文
化
奨
励
賞
・
団
体
の
部
】

▼
北
海
道
広
尾
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

▼
北
海
道
広
尾
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

昭
和
昭
和
3434
年
度
創
部
。
音
楽
活
動
を
通
じ
て
、
本
町
文
化

年
度
創
部
。
音
楽
活
動
を
通
じ
て
、
本
町
文
化

の
向
上
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

の
向
上
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

【
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞
・
個
人
の
部
】

▼
餅
野
宮　
怜
美　

▼
餅
野
宮　
怜
美　

令
和
6
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

令
和
6
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

　
書
道
の
部　
特
選

　
書
道
の
部　
特
選

▼
野
村　
あ
お
い　

▼
野
村　
あ
お
い　

令
和
6
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

令
和
6
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

　
書
写
の
部　
特
選

　
書
写
の
部　
特
選

▼
東
舘　
侑
加

▼
東
舘　
侑
加

令
和
6
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

令
和
6
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

　
書
写
の
部　
特
選

　
書
写
の
部　
特
選

▼
山
岸　
恭
輔

▼
山
岸　
恭
輔

令
和
6
年
度
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｓ
杯
争
奪

令
和
6
年
度
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｓ
杯
争
奪

第第
1111
回
全
十
勝
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

回
全
十
勝
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
優
勝

　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
優
勝

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・
団
体
の
部
】

▼
北
海
道
広
尾
高
等
学
校
柔
道
部

▼
北
海
道
広
尾
高
等
学
校
柔
道
部

令
和
6
年
度
第

令
和
6
年
度
第
4747
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
・
十

回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
・
十

勝
支
部
大
会

勝
支
部
大
会

　
男
子
団
体
3
人
制　
優
勝

　
男
子
団
体
3
人
制　
優
勝

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

▼
豊
似
リ
ト
ル
サ
ン
タ
―
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▼
豊
似
リ
ト
ル
サ
ン
タ
―
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

令
和
6
年
度
第

令
和
6
年
度
第
1212
回
全
十
勝
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会

回
全
十
勝
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会

　
小
学
生
4
年
生
以
上
の
部　
優
勝

　
小
学
生
4
年
生
以
上
の
部　
優
勝

▼
古
関　
楓

▼
古
関　
楓

令
和
6
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

令
和
6
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

　
書
写
の
部　
特
選

　
書
写
の
部　
特
選

▼
熊
谷　
恵
悟

▼
熊
谷　
恵
悟

令
和
6
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

令
和
6
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

　
工
作
の
部　
特
選

　
工
作
の
部　
特
選

▼
平
山　
初
季

▼
平
山　
初
季

第第
6060
回
全
日
本
通
信
珠
算
競
技
道
東
大
会

回
全
日
本
通
信
珠
算
競
技
道
東
大
会

　
小
学
5・6
年
の
部　
読
上
算
優
勝

　
小
学
5・6
年
の
部　
読
上
算
優
勝

▼
柏
葉　
咲
蘭
子

▼
柏
葉　
咲
蘭
子

第第
6262
回
全
十
勝
学
校
書
道
書
初
展
覧
会

回
全
十
勝
学
校
書
道
書
初
展
覧
会

　
幼
児
の
部　
優
秀
賞

　
幼
児
の
部　
優
秀
賞

【
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞
・
団
体
の
部
】

▼
広
尾
町
立
広
尾
小
学
校
1
年
1
組　

▼
広
尾
町
立
広
尾
小
学
校
1
年
1
組　

「
絆
づ
く
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
絆
づ
く
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」

～
い
じ
め
や
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
根
絶
を
目
指
し
て
～

～
い
じ
め
や
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
根
絶
を
目
指
し
て
～

　
小
学
生
の
部
団
体
部
門　
最
優
秀
賞

　
小
学
生
の
部
団
体
部
門　
最
優
秀
賞

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・
個
人
の
部
】

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・
個
人
の
部
】

▼
山
岸　
諒
司

▼
山
岸　
諒
司

令
和
6
年
度
ニ
ッ
タ
ク
杯

令
和
6
年
度
ニ
ッ
タ
ク
杯

第第
3333
回
全
十
勝
卓
球
選
手
権
大
会

回
全
十
勝
卓
球
選
手
権
大
会

　
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　
優
勝

　
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　
優
勝

▼
山
岸　
浩
陽

▼
山
岸　
浩
陽

令
和
6
年
度
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｓ
杯
争
奪

令
和
6
年
度
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｓ
杯
争
奪

第第
1111
回
全
十
勝
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

回
全
十
勝
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
優
勝

　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
優
勝
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町内産業の促進、商店街の活性化、雇用の促進のため

広尾町内で新たに起業する方へ最大１００万円
新製品を開発する方へ最大30万円を助成します！

【お問い合わせ】
補助金の利用を検討中の方はお早めに、水産商工観光課 商工観光係へご連絡の上、
お越しください。制度についての説明をさせていただきます。
連絡先：2-0177（直通）　午前8時30分～午後5時15分（平日）

○対象事業
　①起業家等支援事業
　　補助金額：対象経費の２分の１以内で100万円を限度
　　　　　　　（ただし空き店舗等を利用する場合は10分の10）
　　（同一事業所及びこれに類するものに対し、１回限り）
　②新製品等開発支援事業
　　補助金額：対象経費の２分の１以内で30万円を限度
　　（同一事業所及びこれに類するものに対し、２回目までとし、50万円を上限）
○対象経費
　事業計画に基づいて事業を行うための備品購入費や施設改修費などが対象
○対象者（すべてを満たす方）
　①本町に居住または事業開始までに居住する方
　②３年以上の事業継続が見込まれる方
　③町税等の滞納がない方（移住者の方は前住所地）
　④補助金の返還に伴う連帯保証人１人を有する方（要件はお問い合わせください）
　※注意点
　　・既に事業が開始しているもの、既に着工されているものは対象となりません
　　・既に事業所等を営んでいる方は、起業家等支援事業の対象外です
　　　（第２創業は対象となりません）
○その他
　この補助金を利用される方は、できる限り広尾町商工会への加入及び町内業者
による工事・物品の購入をお願いします。

令和７年度　広尾町起業家等支援事業補助金
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町では、町内商工業者の皆さんを対象に、以下の支援制度を設けています。
各制度の詳細は担当係までお問い合せください。

○広尾町中小企業融資制度
【概要】

・広尾町商工会を経由して町内の金融機関より借り入れを行った事業者に対し、保証料補給及び
利子補給を行います。

・貸付限度額：運転資金2,000万円、設備資金2,000万円／貸付期間：最大10年間
【対象】

・中小企業信用保険法に定める中小企業または個人・医療法人
・町内に独立した事業所または店舗を有し、同一事業を引き続き１年以上営んでいること
・町税を完納していること

【交付額】
保証料：都度全額補給 ／ 利子補給：当該年度内支払利子額の３分の１（最大10年間）

○広尾町中小企業特別融資利子補給補助金
【概要】

・広尾町商工会を経由して日本政策金融公庫より借り入れを行った事業者に対し、利子補給を行
います。

・貸付限度額：運転資金2,000万円、設備資金2,000万円
【対象】

・中小企業信用保険法に定める中小企業または個人・医療法人
・町内に独立した事業所または店舗を有し、同一事業を引き続き１年以上営んでいること
・独立開業する者は、町内の同一事業所、同一職種での従事経験が通算して６年以上の方
・町税を完納していること

【交付額】
利子補給：当該年度内支払利子額の３分の１（最大10年間）

○中小企業退職金共済制度奨励補助金
【概要】
　中小企業退職金共済制度等の加入を奨励し、中小企業に就業する従業員の福祉の増進を図るため、

事業者に対し補助金を交付します。
【対象】
　広尾町に居住し、または広尾町に本店事務所を有する者で、中小企業共済制度または、北海道中

小企業従業員退職金共済制度に加入し、掛金を納入した事業者
※農業・漁業・風俗関連営業の業種などは対象外となります。

【交付額】
・退職金共済契約を締結した月から12か月間については、払った掛金の４分の１以内
・それ以外のものについては、支払った掛金の12分の１以内

【その他】
　新規に対象制度に加入した事業者・現在補助金の交付を受けていない事業者は、水産商工観光課

商工観光係までご連絡ください。（連絡がないと補助対象として把握できません）
　※令和６年度に補助金の交付を受けている事業者は連絡不要です。

【お問い合わせ】　水産商工観光課 商工観光係 （℡２－０１７７）

広尾町の商工業者向け支援制度
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最大５０万円危険な空き家の
解体費用を補助します！
　空き家の増加により地域の安全性の低下、公衆衛生や景観の悪化などが懸念されていま
す。町では空き家の解体の促進に向けて、不良住宅にあたる空き家の解体費用の一部を助
成します。

①補助額：対象工事費用の８０％
②上限額：５０万円まで
　※ただし、保険金等の給付がある場合は、当該経費から保険金等の額を差し引いた額と
します。

１．補助の内容

　募集件数　令和７年度　５件
　募集期間　４月１日（火）～５月16日（金）

４．募集件数、募集期間

対象となる住宅は、次の条件を満たす住宅です。
（１）広尾町内に所在する特定空家等（危険空き家）
（２）町による事前調査で「不良住宅」と判定された空き家
（３）所有権以外の権利が設定されていない空き家
（４）空き家等の所有権を有する者が複数存在する場合は、当該空き家等の除却につい

て全員の同意を得ているもの
（５）補助を受ける目的で、故意に破損させた空き家でないもの

２．対象住宅

対象者は、次の条件を満たすことが必要です。
（１）町内に所在する空き家等の所有者
（２）町税等を滞納していない方
（３）所有者等及びその同居の親族が暴力団員でないこと
（４）過去に広尾町空き家対策総合支援事業補助金を受けていない方

３．対象者

広尾町空き家対策総合支援事業補助金

8広報ひろお　2025年（令和７年）４月号



５．補助金交付までの流れ

（１）広尾町内に事務所か営業所がある事業者による解体工事のみが対象です。
（２）申請書類等は、役場１階住民課 環境生活係に置いています。

８．その他

（１）事前調査申請書
（２）所有者等であることを証明する書類　　
　 　（登記簿謄本の写し、または登記事項証明書）
（３）建築物等の位置図、配置図、平面図及び現況写真
（４）その他必要な書類

６．事前申請に必要な書類

（１）補助金交付申請書
（２）補助事業者等の住民票
（３）町税等の滞納がないことを証明する書類
（４）解体工事見積書の写し
（５）暴力団員でないことの誓約書
（６）所有者全員の同意書（該当のある場合）
（７）その他必要な書類

７．交付申請に必要な書類

【お問い合わせ】　住民課 環境生活係　℡２－０１７１

申　　請　　者 広　　尾　　町

①事前申請

④交付申請書の提出

⑥工事着手～完了

⑦実績報告

⑨請求書提出

②現地調査・判定

③結果の通知

⑤書類審査・交付決定の通知

⑧補助金確定通知

⑩補助金交付

対象となる空き家かどうか、事前に判定の
申請をします。

必要書類を整えて、工事着手前に申請書を
提出します。

決定通知前の工事着手は補助の対象外です。
工事の変更、中止の場合は届出が必要です。

工事完了後、速やかに報告します。

確定通知書を受領後、速やかに請求書を提出
します。

現地調査を行い、判定します。

判定結果を通知します。

審査の上、交付が決定した場合は決定通知書
を申請者に送付します。

審査の上、交付が確定した場合は確定通知書
を申請者に送付します。

指定された口座に入金します。
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　家庭から排出される廃棄物のほとんどは生ごみを含む燃えるごみです。生ごみには多くの水分が含まれているため、
ごみの減量化には生ごみ対策は必須となります。
　そこで、町ではごみの減量化の方法のひとつとして、家庭用電動生ごみ処理機購入費用の一部を補助します。

電動生ごみ処理機購入事業補助金

登録販売店名 住　　　所 電話番号
旭電機㈲ 東1条5丁目2 2-3262
㈲天沼電機工業所 丸山通北3-5 2-2842
㈲広電サービス 丸山通北2丁目81-2 2-2344
㈲タカダ薬局 本通6丁目4 2-2166

登録販売店名 住　　　所 電話番号
㈱橘産業（イング） 丸山通北４丁目３４ 2-5628
㈲広尾衛生社 西1条2丁目7 2-2222
㈲ファミリー電器 本通9丁目1 2-2345

【お問い合わせ】　住民課 環境生活係　℡２－０１７１

１．補助の内容

３．対象者

４．申請受付期間

６．登録販売店について（４月１日時点） ※最新情報は町ウェブサイトに掲載しています。

５．補助金交付の流れ

２．対象商品
（1）補助額

購入費用の１／２
（上限額　５万円）

対象者は、次の条件を満たすことが必要です。
（1）町内に住所を有する町民（事業所は除く）※１世帯１台までの申請
（2）町税等を滞納していない方

　４月１日（火）～令和８年１月30日（金）まで

　申請書類は、町ウェブサイトまたは役場１階　住民課 環境生活係に置いています。

①補助金の申請
交付申請書に購入予定店、購入
予定額等を記載して役場へ提出
します。

④補助金の請求

⑤補助金交付

③電動生ごみ処理機購入
※ 購入者は②交付決定後、委任状

を登録販売店へ提出し購入。
　補助額を差し引いた金額で購入
　することができます。

②交付決定　�役場から交付決定者へ交付決定通
知書及び委任状を送付します。

（1）家庭用電動生ごみ処理機（バイオ式、乾燥式等）
※コンポスター、ディスポーザーは対象外

（2）町内登録販売店で購入するもの

申請者（町民）

登録販売店広尾町役場
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高齢者補聴器購入費助成
　広尾町に住所を有し、医師により聴力低下のため日常生活に支障があり、補聴器の
使用が必要と証明された65歳以上の方の補聴器の購入費を助成します。

対象者（①から④のいずれにも該当する方）

①65歳以上の町民の方
②両耳または片耳の聴力レベルが中等度難聴の方
　中等度難聴…平均聴力レベル40デシベル以上70デシベル未満
③聴覚障害による身体障害者手帳を所持していない方
④町税、都市計画税及び国民健康保険税を完納している方

助成内容
・補助額は補聴器の購入費用の２分の１まで
　上限額は5万円まで
・補聴器の種類は耳かけ型または耳穴型

手続きの流れ

令和7年4月1日より

役場福祉係で制度の説明を受け
補聴器購入費助成申請書・補聴器購入費助成意見書を受け取る①

耳鼻咽喉科を受診し
補聴器購入費助成意見書により証明を受ける②

購入予定の事業者に見積書の作成を依頼する
※補聴器の購入はまだできません③

役場福祉係へ書類を提出する
補聴器購入費助成申請書・補聴器購入費助成意見書・見積書
※補聴器の購入はまだできません

④

助成決定通知書が届いたら
見積書にある補聴器を購入し代金を支払い、領収書を受け取る⑤

 補聴器購入費助成請求書に領収書・振込先口座情報のわかる書類（通帳の写し等）
を添えて役場福祉係に提出し、助成金の支払いを請求する⑥

【お問い合わせ】　保健福祉課 福祉係　℡２－０１７２
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ナチュラル・ビズ・スタイルを実施します！
　広尾町ではこれまで、地球温暖化対策の一環で、夏季の期間に「クールビズ」を取
り組んできました。
　この取組を発展させ、令和７年４月１日から年間を通して、省エネ・節電を強く意
識し、気候や室温に合わせて、職員一人一人が働きやすい服装を自主的に判断し執務
を行う『ナチュラル・ビズ・スタイル』に取り組みます。

■町が主催する会議のお知らせ
　町が主催する会議の服装も、ノーネクタイを基本としたナチュラル・ビズ・スタイ
ルを励行します。（※式典、表彰式など社会儀礼上不適当と認められる場合を除く）
　会議に出席される皆さんも、趣旨をご理解いただき、ナチュラル・ビズ・スタイル
の実施にご協力をお願いします。

　ナチュラル・ビズ・スタイルでは、年間を通して「ノーネクタイ」を基本とし、夏
季は暑さをしのぎやすい服装、冬季は体温温度を上げる重ね着など、働きやすい服装
で執務を行いますので、来庁される皆さんにはご理解のほどよろしくお願いします。

■自然を意識する
　北海道は、季節によって寒暖の差が大きく、一日の中でも昼と朝・晩で温度変化があ
るので、そうした自然の気温変化を意識しながら、その日に合った服装を選択する。
■ＴＰＯを意識する
　職務を行う時（Time）、場所（Place）、場合（Occasion）に合った、人に不快感や
違和感を与えない清潔な服装を選択する。
■省エネを意識する
　できるだけ冷暖房に頼らず、自然通風や日射などの自然の力を利用したり、服装の選
択による体感温度の調整により、一層の省エネに努める。

【お問い合わせ】　総務課 総務係　℡２－０１７５

ナチュラル・ビズ・スタイルの３つのコンセプト

※勤務時の履き替えに限る。
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　町では、高齢者への外出支援のためタクシー・バス運賃の助成事業を令和5年度から
本格実施しています。
　助成券の交付には、申請が必要となります。

タクシー・バスをお得に利用できる
助成券を配布します

【お問い合わせ】保健福祉課 福祉係　℡２－０１７２

７５歳以上
対　　 象

助成券１枚あたりの額面は 100円です。助成額

1,500 円
2,000 円
2,500 円
3,000 円
3,500 円
4,000 円

「広尾市街」（下記２～６以外の地区）
「山フンベ」「中広尾」
「桜」「新生」
「音調津」「野塚市街」
「野塚」「豊似市街」
「紋別」「東豊似」

１
２
３
４
５
６

お住まいの地区 助成額（１か月あたり）

4 月 1日（火） ～ 令和８年 3月 31日（火） ※この期間でいつでも使用可実施期間

　未申請の対象者全員に、４月上旬に申請書を送付します。次の①または②の方
法で申請してください。
　①役場福祉係へ郵送、または直接窓口へ提出
　②地域包括支援センターや社会福祉協議会等の関係する職員に手渡し
※どちらの方法も難しい場合は、保健福祉課職員が直接ご自宅まで伺い、申請を
受け付けます。お気軽にご連絡ください。

※昨年度までに申請済みの方は申請不要です。4月上旬に助成券を郵送します。

※初めて申請する方のみ申請方法

広尾タクシー（有）、（有）港タクシー、十勝バス（株）、ＪＲ北海道バス（株）
助成券を使用できる交通事業者

75歳※以上の方（施設に入所されている方は除きます）　※申請日現在の満年齢
◆運転免許証を所持している方も対象となります。
◆令和７年度中に 75歳になられる方には、誕生月の前月に申請書を郵送します。

対象者
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「まちづくり意見公募」の結果をお知らせします
募集テーマ　第１期広尾町こども計画（案）

　町では、上記テーマの意見を募集し、下記のとおりご意見をいただきました。ご意見の内容
とそれに対する町の考えをご紹介します。

○意見や考え方の全体版は町ウェブサイトや役場１階ロビー（情報公開コーナー）、子育て支
援室窓口で公表しています。

■意見の内容と意見に対する町の考え方（意見の一部を抜粋し、内容は要約して
います）

＜意見１＞
　出産祝い金の拡充　第１子10万円、第２子20万円、第３子100万円に拡充す
べき。
＜意見１に対する町の考え方＞
　出産祝い金については、３月定例議会において令和６年４月に遡及して、第１、
２子が5万円から10万円、第３子以降が10万円から15万円に拡充しました。ご
提案の額とは異なりますが、他の子育て支援の施策と合わせて実施していきます。
 　【子育て支援室】

＜意見２＞
　広尾町こども計画であれば、子ども・子育て会議の委員に小中学生や高校生の
児童、生徒を無作為に選出し、子どもたちの生の意見を聞くべきではないか。（子
どもを委員会の委員に入れる）
＜意見２に対する町の考え方＞
　本計画の策定にあたっては、こども基本法により当事者である子ども本人から
直接意見を聴取することが義務付けられています。
　子どもの年齢にもよりますが、会議の場において大人たちが集まる中で子ども
が自らの意見を表明することは難しく、意見を聴取するためには工夫が必要です。
　検討の結果、会議ではなく、子どもたちが意見を表明しやすい環境を整えた上で、
町内の各学校で「こどもまちづくりワークショップ」を開催し、意見を聴取する
こととしました。
　子どもたちからいただいた意見や提案のあった事業の一部については、本計画
と上位計画である「第６次広尾町まちづくり推進総合計画」に基づき一体的に実
施していきます。 　【子育て支援室】

■実施結果

～ご意見ありがとうございました～

募 集 期 間 令和７年１月15日（水）～２月４日（火）
意 見 の 件 数 ５件（１人） 意見の受取方法 郵送

【お問い合わせ】　子育て支援室　℡:2-0172　Eメール:h-jido@town.hiroo.lg.jp
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た い
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じ ょ う

疱
ほ う

疹
し ん

ワクチン
定期接種を実施します

　４月から、65歳の方などを対象に「帯状疱疹ワクチン」の定期接種を実施します。

接種可能な医療機関
広尾町または大樹町の医療機関 　帯状疱疹は、水ぼうそうと同じウイルスで起こる皮膚

の病気です。
　特に高齢者の方は、合併症として、皮膚の症状が治っ
たあとも痛みが残ることがあり、日常生活に支障をきた
すこともあります。
　合併症の発症率は50～60歳代と比べて70歳代以降で
増えるため、できる限り早い時期（発疹が現われてから
３日以内）に治療をはじめることが重要です。
　予防には、予防接種を受けるほか、バランスのとれた
食事や睡眠など、規則的な生活習慣を送ることも大切です。

発疹が出たら、早めの受診を！

令和７年４月から

定期接種の対象となる方
①令和７年度に65歳を迎える方（※）
② 接種日に60～64歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障がいがあり、日常生活が

ほとんど不可能な方
※�令和７年度から５年間は、その年度に70、75、80、85、90、95、100歳になる方も定期
接種の対象となります。

※�定期接種の機会は①②を通して生涯１回限りです。接種の機会を逃さないようにご注意ください。
令和７年度の対象者（個別にご案内します）

65歳 昭和35年４月２日～昭和36年４月１日生 85歳 昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生
70歳 昭和30年４月２日～昭和31年４月１日生 90歳 昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生
75歳 昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生 95歳 昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生
80歳 昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生 100歳以上 大正15年４月１日以前に生まれた方

定期接種で使用するワクチンと助成金額
定期接種で使用するワクチンは以下の２種類から選択できます。
ワクチンの種類 生ワクチン（阪大微研社） 組換えワクチン（ＧＳＫ社）

接種回数 １回 ２か月以上の間隔をあけて２回
助成金額 4,000円／回 1万円／回×２回

【お問い合わせ】　健康管理センター　℡２－５１２２
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「地域おこし協力隊活動報告会」を
開催しました！

　３月８日（土）に「令和６年度地域おこし協力隊活動報告会」が、コミセン大ホールで開かれ、約
70人が来場しました。協力隊員８人がそれぞれの活動を報告。第２部では、隊員との交流の場も設け
られました。また、活動報告会終了後に、伊藤萌隊員が主催した「移住体験住宅 DIY ワークショップ」
も開催されました。

錦古里　大河（にしきごり　たいが）
農林課�農村活性化推進員（２年目）

農場で農作業の補助をしたほか、昆布を牛の飼料に活用
するための製品化に向けた研究に取り組みました。

奥山　浩之介（おくやま　こうのすけ）
農林課�農村活性化推進員（１年目）

新規就農を目指し、農場で農作業の補助やＳＮＳを活用
した広尾町農業の発信などを行いました。

神部　葵（かんべ　あおい）
企画課�移住定住事業担当（２年目）

農山漁村ホームステイ受入事業や移住体験住宅、ふるさ
とワーキングホリデーなど関係人口・交流人口の増加に
向けて取り組みました。

伊藤　萌（いとう　もえ）
企画課�空き家対策担当（１年目）

空き家バンク制度の周知や空き家登録手続きのサポート、
空き家の活用促進などを行いました。
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　今回の活動報告会の様子は、YouTube で配信しています。
また、町のウェブサイトから協力隊員の発表資料もご覧い
ただけます。左記の二次元コードからぜひご覧ください！

You Tube はこちら 町ウェブサイトはこちら

関本　凱斗（せきもと　かいと）
水産商工観光課�商工振興担当（１年目）

地域通貨システムや事業承継プラットフォームの構築、「広
尾しごと」の運営・管理などを行いました。

安達　亮佑（あだち　りょうすけ）
農林課�集いの杜プロジェクト推進員（１年目）

木育活動やアウトドア体験などの各種イベントの企画実施、
集いの杜の運営などを行いました。

澤村　拓也（さわむら　たくや）
農林課�林業・木材産業推進担当（※４年目） 令和６年度で卒業

令和６年度で卒業

広尾サンタランドウッドのＰＲやウッドイルミネーショ
ンプロジェクトに携わりました。卒業後は引き続き、集
いの杜プロジェクトを推進していきます！
※新型コロナ禍に伴う特例措置により、任期が延長されています。

竹田　全（たけだ　あきら）
農林課�農村活性化推進員（３年目）

新規就農を目指し、第三者経営継承に向けて、農家実習
やＳＮＳを活用した広尾町農業の発信などを行いました。
卒業後は、４月から町内の農家を継承して就農します！
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

音調津総合センターへ絵画寄贈

海陸Ｗのふるさと給食

長崎県西海市
市制施行20周年記念式典

幼年消防クラブ退団式

懐かしさを感じながら

｢おいしい！｣ 広尾の食

末永い交流を願って

幼い時から火の用心

音調津総合センターに、帯広市在住の牛島秀子さんから、
音調津漁港をモチーフに描いた絵画『釣り人のいる風景』
が寄贈されました。同作品は北海道の展示会で最高賞を受
賞したもので、地元の方に鑑賞して欲しいという思いで寄
贈いただきました。音調津地区の皆さんが絵画を眺めなが
ら、懐かしい風景に会話を弾ませていました。

町内小・中学校、高校の給食用に、今回は広尾漁協つぶ篭
漁業部会（鈴木真樹部会長）から「とうだいつぶ」と、鈴
木牧場（東豊似：鈴木敏文さん経営）から「十勝オーガニッ
ク牛乳」が無償提供され、初めて同時に２品が登場しまし
た。つぶは「広尾産とうだいつぶカレー」に。広尾小の児
童たちは、どちらも笑顔で口にしていました。

平成18年7月10日に姉妹都市を締結した長崎県西海市（杉
澤泰彦市長）の市制施行20周年を記念した式典に田中町
長と堀田議長が出席。西海市とは、現在に至るまで小学生
の相互派遣や物産交流などを通じて絆を深めてきました。
式典で、杉澤市長から田中町長へ今後も末永く交流が続く
よう願いを込めて感謝状が手渡されました。

ひろお保育園（舩田光恵園長）で幼年消防クラブ退団式が
行われました。１年の締めくくりに広尾消防署西内努署長
と同クラブ遠藤由春幹事長から記念品が贈られました。あ
いさつで、遠藤幹事長は「みんな、これからも火遊びしな
い良い子でいてくれるかな？」と呼びかけ、園児たちは「はー
い！」と元気いっぱいに答えていました。

絵画を眺め語らう皆さん絵画を眺め語らう皆さん

｢つぶの食感おいしい｣ ｢牛乳がまろやか｣ と｢つぶの食感おいしい｣ ｢牛乳がまろやか｣ と

左から杉澤市長、関東西海市会岸川会長、田中町長、左から杉澤市長、関東西海市会岸川会長、田中町長、
宮崎県西都市議会荒川議長、西海市議会宮本議長宮崎県西都市議会荒川議長、西海市議会宮本議長

園児代表で園児代表で東東
ひがしだてひがしだて
舘舘琉琉

る いる い
生生くん、くん、香香

かか
島島
しましま
なつめちゃんなつめちゃん

が記念品を受け取りましたが記念品を受け取りました

2/7

2/14

2/8

2/19
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

新規就農者激励の会

町民通信員研修会

３団体女性部交流フェスティバル

少年将棋教室

農業発展の一翼を担って

写真撮影のコツを学ぶ

広尾の食で美味健康

伝統文化を身近に

広尾町農業担い手育成センター主催「新規就農者激励の集
い」がコミセン大ホールで行われました。今年度対象者の
加藤雄希さんが出席。田中町長は「農業は広尾町の地域経
済を支える職業。自信と誇りを持って、農業発展のため頑
張ってほしい」と激励。加藤さんは「広尾町を支えられる
ような農業者になります」と決意を示しました。

（株）クナウパブリッシング（帯広市）から講師を招き、
町民通信員研修会をコミセンで開きました。町民通信員２
人と一般参加者１人が出席。今回のテーマは「イルミネー
ションを背景に人や動物の写真を上手に撮るコツ」。座学
を受けた後、サンタランドへ移動し、実践も行いました。
一眼レフのほか、スマホでの撮影のコツも教わりました。

農協、漁組、商工会の３団体女性部による交流フェスティ
バルが健康管理センターで開かれました。各部が広尾食材
レシピと、腕自慢の試食を提供。５年ぶり開催ながら来場
80人超の盛況に。明治安田生命様ご協力の健康チェック
も行列の人気でした。ある来場客は「広尾の人は食や健康
に関心が高い。賑って嬉しい」と語りました。

広尾町囲碁将棋同好会（岩崎雅文会長）の協力のもと、少
年将棋教室が、コミセン和室で開かれました。町内の小中
学生18人が参加。初心者は、同好会員に駒の動きなどを
教わりながら面白さを実感していました。経験者同士も対
局し、真剣勝負が繰り広げられました。参加した花本颯汰
さんは「楽しかった。また将棋をやりたい」と話しました。

加藤雄希さん（前列中央右）と参加者の皆さん加藤雄希さん（前列中央右）と参加者の皆さん

サンタ工房で写真撮影を行いましたサンタ工房で写真撮影を行いました

牛乳もちパンケーキ、つみれ汁、昆布麺いなりなど多彩牛乳もちパンケーキ、つみれ汁、昆布麺いなりなど多彩

駒の動かし方に悩みながらも楽しみました駒の動かし方に悩みながらも楽しみました

2/27

3/5

3/5

3/8
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
国
保
病
院
職
員　
募
集

○
職
種
・
募
集
人
数
・
給
料
・
応
募
資
格

※
次
の
金
額
は
最
低
賃
金
額
で
す
。

　
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

（
正
規
職
員
）

・
薬
剤
師　
１
人

　
月
額
：
2
４
４
，
４
0
0
円
～

　
資
格
：
薬
剤
師
免
許
の
有
資
格
者

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
若
干
名

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

2
４
9
，
４
0
0
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

2
0
7
，
7
0
0
円
～

　
※
別
途
夜
勤
手
当
等
各
種
手
当
あ
り

　
資
格
： 

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

・
訪
問
看
護
師　
１
人

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

2
４
9
，
４
0
0
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

2
0
7
，
7
0
0
円
～

　
資
格
： 

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

　
　
　
　

 

普
通
自
動
車
免
許
（
A
T

限
定
可
）

・
言
語
聴
覚
士
・
理
学
療
法
士　

�

若
干
名

　
月
額
：
2
2
7
，
４
0
0
円
～

　
資
格
： 

言
語
聴
覚
士
ま
た
は
理
学
療

法
士
の
有
資
格
者

・
医
療
事
務
職
員　
１
人

　
月
額
：
１
9
４
，
４
0
0
円
～

募
集

　
資
格
：
１
年
以
上
の
実
務
経
験
者

（
臨
時
職
員
）

・
看
護
助
手
（
病
棟
業
務
）　
１
人

　
月
額
：
１
9
４
，
2
0
0
円
～

　
※ 

経
歴
、
資
格
（
介
護
福
祉
士
）
の

有
無
に
よ
り
算
定
し
ま
す

　
※
別
途
、
夜
勤
手
当
等
あ
り

　
資
格
：
60
歳
未
満
の
健
康
な
方

○
雇
用
期
間　

　
５
月
１
日
～

○
応
募
方
法

　

 

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）、
職
務
経

歴
書
に
各
免
許
証
を
添
え
、
国
保
病

院
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　

　
面
接
（
全
員
）

　
適
性
検
査（
薬
剤
師
・
医
療
事
務
職
員
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
国
保
病
院
総
務
係

　
　
（
℡
2・
3
１
１
１
）

会
計
年
度
任
用
職
員　
募
集

（
道
路
維
持
作
業
・
清
掃
作
業
員
）

・
道
路
維
持
作
業
・
清
掃
作
業
員

　
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）　
3
人

　
時
給
：
１
，
3
3
４
円

〇
応
募
資
格

　

 

65
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
普
通
自
動

車
免
許
取
得
者

〇
業
務
内
容

　
草
刈
作
業
等

〇
任
用
期
間

　
５
月
上
旬
～
11
月
上
旬

〇
応
募
方
法

　

 

４
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴
書
（
顔

写
真
貼
付
）
を
車
両
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
選
考
方
法

　
面
接
試
験

○
試
験
日
時

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
車
両
係
（
℡
2・
2
2
0
１
）

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
職
員
採
用
資
格
試
験
（
前
期
）

　
令
和
８
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消

防
職
員
採
用
資
格
試
験
（
前
期
）
の
実

施
を
、
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
頃
に

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
試
験
案
内
は
、
４
月
15
日
（
火
）
か

ら
、
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
、
十

勝
管
内
各
消
防
署
、
帯
広
市
役
所
１
階

総
合
案
内
で
配
布
予
定
の
ほ
か
、
と
か

ち
広
域
消
防
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
採
用
人
数
、
試
験
日
程
等
の
詳
細
は
、

試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
受
験
区
分

　
 

大
学
卒
・
短
大
卒
・
救
急
救
命
士（
予
定
）

問　
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課

　
　
人
事
給
与
係

　
　
（
℡
0
１
５
５・
2
６・
9
１
2
１
）

自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
（
帯
広
市
西
５
南
14
）

　
　
（
℡
0
１
５
５・
2
3・
８
7
１
８
）

▼ 

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 https://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/obihiro/

募集種目 応募資格 受付期間 試 験 日

予備
自衛官補

一般 18歳以上52歳未満の方 ４月８日（火）
まで ４月６日（日）から20日（日）のうち１日技能 18歳以上で国家免許資格等を有する方

※詳細はお問い合わせください。

幹部
候補生

一般 22歳以上26歳未満の方
※修士課程修了者は28歳未満の方（第１回）

４月４日（金）
まで

（第２回）
６月６日（金）
まで

（第１回）
１次：４月12日（土）
※飛行要員は４月12日（土）及び13日（日）
２次：６月１日（日）から７日（土）のうち１日

（第２回）
１次：６月14日（土）
２次：７月26日（土）から８月１日（金）のうち１日

歯科 20歳以上30歳未満の方

薬剤科 20歳以上28歳未満の方

一般曹候補生 18歳以上33歳未満の方 ５月7日（水）
まで

１次：５月17日（土）から25日（日）のうち１日
２次：６月14日（土）から29日（日）のうち１日
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
議
会
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
議
会
運
営
や
議
員
活
動
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
要
望
・
提
言
・
意
見
な
ど
を

い
た
だ
く
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
人
数

　
12
人

○
任
期

　
６
月
か
ら
2
年
間

○
応
募
資
格

　
満
18
歳
以
上
の
町
民

○
募
集
締
切

　
４
月
18
日
（
金
）

問　
議
会
事
務
局
（
℡
2・
0
１
８
0
）

国
勢
調
査
調
査
員　
募
集

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
む
す

べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
す
る
、
国

の
最
も
重
要
な
調
査
で
、
５
年
ご
と
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
7
年
は
こ

の
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
る
年
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
国
勢
調
査
の
実
施
に

伴
う
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
に
な
っ
た
方
に
は
、
調
査
の

実
施
前
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

未
経
験
の
方
も
安
心
し
て
お
申
込
み
い

た
だ
け
ま
す
。

　
円
滑
か
つ
確
実
に
調
査
を
実
施
す
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

○
主
な
仕
事
内
容

　
①
調
査
員
説
明
会
へ
の
参
加

　
② 

担
当
す
る
調
査
区
を
確
認
し
、
調

査
対
象
世
帯
を
訪
問
し
て
調
査
票

を
配
布

　
③ 

調
査
票
の
回
収
・
点
検
及
び
町
へ

の
提
出

○
任
命
期
間

　
9
月
上
旬
～
10
月
下
旬

　
※ 

こ
の
間
、
毎
日
業
務
に
従
事
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
決
め
ら
れ
た
期

間
内
に
ご
自
身
の
予
定
を
組
ん
で
、

調
査
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
報
酬
額

　
・ 

１
つ
の
調
査
区
を
担
当
す
る
場
合

約
４
万
円

　
・ 

2
つ
の
調
査
区
を
担
当
す
る
場
合

約
８
万
円

○
応
募
方
法

　

 

ふ
れ
あ
い
の
係
に
電
話
で
申
し
込
む

か
、
応
募
申
込
書
（
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
）
を
郵
送
な

ど
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　

 

応
募
資
格
な
ど
の
詳
細
は
町
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
2・
0
１
８
４
）

ま
ち
づ
く
り
意
見
公
募　
結
果

　
「
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ
」

に
つ
い
て
、
１
月
８
日
か
ら
31
日
ま
で

の
間
、
ま
ち
づ
く
り
意
見
公
募
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
回
選
挙
か
ら
、
原
案
の
と
お
り
市

街
地
の
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
を
繰
り
上

げ
、
選
挙
事
務
の
効
率
化
と
経
費
節
減

を
図
り
ま
す
。
有
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
）

　
　
（
℡
2・
0
１
7
５
）

帯
広
測
候
所　
電
話
番
号
の
変
更

　
帯
広
測
候
所
の
天
気
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
の
電
話
番
号
が
、3
月
25
日（
火
）

か
ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

・ 

24
時
間
利
用
可
能

　
℡
0
１
１・
６
7
６・５
0
2
５

　
（
自
動
音
声
案
内
）

　
自
動
音
声
案
内
で
24
時
間
、
天
気
予

報
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問　
帯
広
測
候
所

　
　
（
℡
0
１
５
５・
2
５・
2
3
3
４
）

お
知
ら
せ

既
存
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
支
援

　
町
で
は
、
町
内
の
既
存
木
造
住
宅
の

耐
震
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
耐
震
診

断
及
び
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
方
に
補

助
金
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
申
請
期
間

　
４
月
１
日
（
火
）
～
８
月
29
日
（
金
）

○
補
助
対
象
建
築
物

　

 

木
造
の
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
併
用
住

宅
（
延
床
面
積
の
2
分
の
１
以
上
が

居
住
用
の
も
の
に
限
る
）
で
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
地
上

2
階
建
て
ま
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

○
補
助
金
額

①
耐
震
診
断
補
助
金
額

　

 

耐
震
診
断
に
要
し
た
額
（
3
万
円
を

上
限
と
し
、
１
，
0
0
0
円
未
満
の

端
数
は
切
り
捨
て
と
し
た
額
）

②
耐
震
改
修
補
助
金
額

　

 

30
万
円
を
限
度
と
し
、
耐
震
改
修
工

事
に
要
し
た
額
に
応
じ
て
補
助
金
額

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

○
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
建
築
公
住
係

　
　
（
℡
2・
0
１
7
８
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
犬
の
登
録
・
予
防
接
種
は

忘
れ
ず
に

　
犬
の
登
録
受
付
と
狂
犬
病
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
飼
い
主
は
最
寄
り
の

会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
仕

事
の
都
合
で
日
中
に
登
録
受
付
や
予
防

接
種
が
で
き
な
い
方
は
、
最
終
日
の
午

後
６
時
ま
で
役
場
駐
車
場
で
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○ 

登
録
手
続
：
次
の
場
合
は
、
必
ず
役

場
に
届
出
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
・
新
た
に
犬
を
飼
い
始
め
た
と
き

　
・
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

　
・
飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　
・
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き

○
狂
犬
病
予
防
注
射

　

 

毎
年
、
必
ず
１
回
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
登
録
料
金
な
ど

　
登
録
料　
　
　
１
頭
3
，
0
0
0
円

　
予
防
接
種
料　
１
頭
3
，
2
４
0
円

○
往
診

　
往
診
料　
　
　
１
往
診　
５
0
0
円

　
※ 

往
診
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
生
活
係
（
℡
2・
0
１
7
１
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当　
手
当
額
の
改
定

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
手
当
額
（
月
額
）
が
、
物
価
変
動

率
を
踏
ま
え
、
令
和
7
年
４
月
分
か
ら

2
・
7
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

問　
児
童
係
（
℡
2・
0
１
7
2
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
・
点
検
し
ま
し
ょ
う
！

　
火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。「
寝
て
い
る
間
の
火
災
に

気
づ
か
ず
…
」
そ
ん
な
危
険
を
防
ぐ
た

め
に
、
し
っ
か
り
設
置
・
点
検
を
！

○
10
年
が
交
換
の
目
安
！

　
古
く
な
っ
た
ら
取
り
換
え
を
！

○ 

定
期
的
な
点
検
で
、
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
ま
し
ょ
う
！

【
点
検
方
法
】

① 

本
体
の
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
付
属
の

紐
を
引
き
ま
す
。

② 

正
常
な
場
合
、
正
常
を
知
ら
せ
る
音

声
や
警
報
音
が
鳴
り
ま
す
。

　
少
な
く
と
も
年
に
2
回
は
点
検
し
ま

し
ょ
う
。
反
応
し
な
い
場
合
は
す
ぐ
に

交
換
し
ま
し
ょ
う
！

　
詳
し
く
は
、
と
か
ち
広
域
消
防
事
務

組
合
ま
た
は
広
尾
町
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
に
な
る
か
、
広
尾
消
防
署
予
防

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
℡
2・
2
7
3
0
）

◎畜犬登録と狂犬病予防接種日程表
月　日 時　　間 所要 地　　区 会　　場

４月15日
（火）

 8:40～ 9:20 40分 紋　　別 酪農研修センター前
11:30～12:00 30分 東 豊 似 東豊似農業センター前
13:30～14:00 30分 豊似市街 農協豊似給油所横
14:15～14:45 30分 野塚市街 野塚消防会館駐車場
16:00～16:15 15分 入舟町・上浜 漁村改善センター前

４月16日
（水）

 9:30～ 9:45 15分 音調津・桜 生活改善センター前
10:00～10:20 20分 山フンベ 山フンベ集会所前
10:30～10:45 15分 中 広 尾 池下様宅前
11:00～11:20 20分 緑町・朝日 たんぽぽ会館前
13:20～13:50 30分 並 木 町 釧路トヨタ横
14:00～14:15 15分 錦町・錦通 錦町公園
14:30～15:00 30分 並 木 町 ツルハ広尾店駐車場
15:10～15:30 20分 丸山南７丁目 丸山寿の家前

４月17日
（木）

 9:00～ 9:20 20分 桜が丘・
丸山5丁目 桜が丘公園

 9:30～ 9:45 15分 つつじが丘 斉藤茂子様宅横
10:00～10:30 30分 こぶしが丘 広北児童館横
10:50～11:20 30分 栄    町 るるマート駐車場
13:00～13:20 20分 13丁目 川津ボデー工業前
13:30～13:50 20分 10丁目 広縁寺駐車場
14:00～14:15 15分 会    所 本通３丁目集会所横
16:00～18:00 120分 ７丁目・全地区 役場駐車場

■児童扶養手当（月額）
　 令和７年３月分まで 令和７年４月分から

児童１人のとき
全部支給 45,500円 46,690円
一部支給 45,490円～10,740円 46,680円～11,010円

第２子以降加算額
全部支給 10,750円 11,030円
一部支給 10,740円～5,380円 11,020円～5,520円

■特別児童扶養手当（月額）
　 令和７年３月分まで 令和７年４月分から

１　　　級 55,350円 56,800円
２　　　級 36,860円 37,830円
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
就
学
援
助
申
請
受
付

　
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な
事
情

な
ど
に
よ
っ
て
、
小
中
学
校
へ
の
就
学

が
困
難
な
家
庭
の
お
子
さ
ん
に
学
用
品

費
・
体
育
実
技
用
具
費
な
ど
の
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
書
類
は
、
４
月

上
旬
に
各
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
ま
す
（
新

中
学
3
年
生
を
除
く
）。

　
詳
細
は
、
配
付
さ
れ
る
申
請
書
類
を

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
学
校
教
育
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
学
校
教
育
係
（
℡
2・
0
１
８
６
）

自
家
水
等
の
み
利
用
の
世
帯
に

助
成
金
を
交
付
し
ま
す

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
世
帯
を

支
援
す
る
た
め
、
井
戸
水
や
地
下
水
な

ど
の
自
家
水
の
み
を
利
用
す
る
世
帯
に

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
（
水
道
及
び
簡

易
水
道
の
基
本
料
金
減
免
を
受
け
て
い

る
世
帯
を
除
く
）。

○
対
象
期
間

　
１
月
～
４
月

○
助
成
金
額

　
１
月
当
た
り
１
，
１
0
0
円

○
申
請
期
間

　
５
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

問　
財
政
係

　
　
（
℡
2・
0
１
7
５
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
４
月
６
日
（
日
）
～
15
日
（
火
）
ま

で
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を
実

施
し
ま
す
。

○
子
ど
も
な
ど
歩
行
者
の
安
全
確
保
！

　

 

入
学
や
進
級
を
迎
え
た
児
童
が
、
通

園
・
通
学
を
始
め
ま
す
。
交
通
事
故

は
、
み
ん
な
を
不
幸
に
し
て
し
ま
い

ま
す
。
子
ど
も
の
飛
び
出
し
や
、
高

齢
者
の
道
路
横
断
に
も
対
応
で
き
る

安
全
な
速
度
で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
の
安
全
ル
ー
ル
徹
底
！

　
 

春
に
な
り
自
転
車
を
利
用
す
る
方
が

増
え
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
る
な

ど
、
自
転
車
の
正
し
い
知
識
や
技
能

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
交

差
点
で
の
一
時
停
止
、
安
全
確
認
を

徹
底
し
、
自
転
車
運
転
の
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
！

　

 

飲
酒
運
転
は
、
重
大
交
通
事
故
に
直

結
す
る
極
め
て
悪
質
・
危
険
な「
犯
罪
」

で
す
。
わ
ず
か
な
お
酒
で
も
、
運
動

能
力
・
判
断
能
力
を
鈍
ら
せ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
だ
け
の

軽
い
気
持
ち
が
、
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。「
乗
ら
な
い
」、「
乗

せ
な
い
」、「
飲
ま
せ
な
い
」
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
町
・
広
尾
警
察
署

　
　
広
尾
町
地
域
安
全
推
進
協
議
会

優
良
運
転
者
の
表
彰

　
広
尾
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
本

年
度
も
優
良
運
転
者
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
は
当
協
会
加
入
者
で
、
表
彰
区

分
・
資
格
基
準
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
表
彰
区
分
・
資
格
基
準
等

①
釧
路
方
面
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

　
（
15
年
以
上
）

・ 

運
転
歴
が
15
年
以
上
で
、
現
に
平
常

自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
方

・ 

無
事
故
、
無
違
反
期
間
が
15
年
以
上

の
方

②
北
海
道
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

　
（
20
年
以
上
）

・ 

運
転
歴
が
20
年
以
上
で
現
に
平
常
自

動
車
を
運
転
し
て
い
る
方

・ 

釧
路
方
面
交
通
安
全
協
会
長
の
15
年

表
彰
を
受
け
て
い
る
方

・ 

交
通
違
反
、
そ
の
他
罰
金
以
上
の
刑

に
あ
た
る
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
過
去

10
年
以
上
な
い
方

③ 

北
海
道
警
察
本
部
長
・
北
海
道
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

　
（
30
年
以
上
）

・ 

運
転
歴
が
30
年
以
上
で
現
に
平
常
自

動
車
を
運
転
し
て
い
る
方

・ 
北
海
道
交
通
安
全
協
会
長
の
20
年
表

彰
を
受
け
て
い
る
方

・ 

交
通
違
反
、
そ
の
他
罰
金
刑
以
上
の

刑
に
あ
た
る
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
過

去
15
年
以
上
な
い
方

○
申
請
締
切

　
５
月
9
日
（
金
）

○
申
請
先

　
広
尾
地
区
交
通
安
全
協
会
窓
口

　
（
広
尾
警
察
署
内
）

○
そ
の
他

　

 

申
請
の
際
は
、
運
転
免
許
証
と
会
員

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
地
区
交
通
安
全
協
会

　
　
（
℡
2・
0
１
１
0
）

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動

　
春
の
火
災
予
防
運
動
が
４
月
20
日（
日
）

～
30
日
（
水
）
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
空
気
の
乾
燥
及
び
強

風
な
ど
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防

思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中

心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、

町
内
を
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
℡
2・
2
7
3
0
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

試
験
日
程

　
令
和
7
年
度
の
危
険
物
取
扱
者
及
び

消
防
設
備
士
試
験
の
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
帯
広
会
場

・
５
月
18
日
（
日
）

・
7
月
27
日
（
日
）

・ 

10
月
19
日
（
日
）

・
令
和
８
年
2
月
８
日
（
日
）

　
受
験
願
書
は
郵
送
に
よ
る
提
出
の
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
電
子
申
請

も
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、（
一
財
）
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

に
な
る
か
、
広
尾
消
防
署
予
防
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
℡
2・
2
7
3
0
）

自
転
車
に
は

防
犯
登
録
と
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を

　
例
年
雪
解
け
を
迎
え
る
と
、
自
転
車

を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
と
も
に
、

自
転
車
の
盗
難
被
害
が
増
加
し
ま
す
。

　
大
切
な
自
転
車
を
盗
難
被
害
か
ら
守

る
た
め
に
、
自
転
車
は
備
付
け
錠
の
ほ

か
、
丈
夫
な
Ｕ
字
型
錠
な
ど
で
ツ
ー
ロ
ッ

ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
万
が
一
被
害
に
遭
っ
た
と
き

の
た
め
に
、
自
転
車
の
防
犯
登
録
を
し

ま
し
ょ
う
。
防
犯
登
録
を
し
て
お
く
と
、

防
犯
登
録
番
号
や
車
体
番
号
か
ら
持
ち

主
が
分
か
る
た
め
、
早
期
の
被
害
回
復

が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
防
犯
登
録
の
手
続
き
は
自
転
車
販
売

店
で
行
え
る
の
で
、
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　
広
尾
警
察
署

　
　
（
℡
2・
0
１
１
0
）

ヒ
グ
マ
と
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

○ 

ヒ
グ
マ
出
没
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
　

 

ヒ
グ
マ
は
、市
街
地
、公
園
、河
川
敷
、

緑
地
帯
な
ど
、
身
近
な
場
所
に
も
潜

ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自

治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

複
数
で
行
動
し
、
音
で
人
の
存
在
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う

　

 

野
山
に
は
１
人
で
入
ら
ず
複
数
で
行

動
し
、
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
持

ち
、
会
話
し
な
が
ら
人
の
存
在
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

 

ま
た
、
万
が
一
、
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し

襲
っ
て
き
た
と
き
は
、
ク
マ
撃
退
ス

プ
レ
ー
が
有
効
で
す
。撃
退
ス
プ
レ
ー

も
持
参
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

フ
ン
や
足
跡
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ

に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う

　

 

ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
、
草
や
木
な

ど
が
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
跡
な
ど
を
見

つ
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
引
き
返
し

ま
し
ょ
う
。

○
食
べ
も
の
は
必
ず
持
ち
帰
る

　

 

ヒ
グ
マ
は
一
度
人
間
の
食
べ
物
の
味

を
覚
え
る
と
、
そ
れ
を
目
当
て
に
ゴ

ミ
捨
て
場
な
ど
に
繰
り
返
し
出
没
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ゴ
ミ
を
野
外

に
放
置
し
た
り
、
埋
め
た
り
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

ヒ
グ
マ
を
見
た
ら
静
か
に
そ
の
場
を

離
れ
ま
し
ょ
う

　

 

万
が
一
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、

落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
逃

げ
た
り
、
騒
い
だ
り
、
慌
て
て
行
動

す
る
と
、
か
え
っ
て
ヒ
グ
マ
を
興
奮

さ
せ
、
襲
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
リ
ュ
ッ
ク
や
持
ち
物
は
回
収
せ

ず
、
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
立
ち
去
り

ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
警
察
署

　
　
（
℡
2・
0
１
１
0
）

山
菜
採
り
に
よ
る
遭
難
の
防
止

　
例
年
４
月
に
入
る
と
、
行
者
ニ
ン
ニ

ク
や
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の
山
菜
を
求
め
て

入
山
し
、
山
中
で
道
に
迷
っ
た
り
、
沢

に
転
落
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
慣
れ
た
山
で
も
、
油
断
に
よ
る
「
危

険
な
落
と
し
穴
」
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
行
き
先
を
家
族
に
伝
え
ま
し
ょ
う

　

 

行
き
先
が
わ
か
ら
な
い
と
、
捜
索
開

始
が
遅
れ
ま
す
。
行
き
先
や
帰
宅
時

間
を
家
族
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

○ 

無
理
に
山
奥
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

　

 

慣
れ
た
山
で
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

自
分
の
体
力
や
体
調
、
天
候
や
時
間

に
合
わ
せ
た
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

単
独
で
の
入
山
は
避
け
ま
し
ょ
う

　

 

万
が
一
、
迷
っ
た
り
怪
我
を
し
た
場

合
、一
人
で
は
救
助
要
請
で
き
ま
せ
ん
。

な
る
べ
く
複
数
で
出
か
け
、
山
の
中

で
は
絶
え
ず
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、

お
互
い
の
位
置
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

目
立
つ
色
の
服
装
で
入
山
し
ま
し
ょ

う
　

 

遭
難
時
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
上
空
か

ら
救
助
に
向
か
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

上
空
か
ら
は
赤
色
や
白
色
系
の
服
装

が
目
立
つ
の
で
、
発
見
さ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

○ 

携
帯
電
話
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
持
ち
ま

し
ょ
う

　

 

携
帯
電
話
が
あ
れ
ば
、
非
常
時
の
連

絡
手
段
と
し
て
助
け
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ホ
イ
ッ
ス
ル

が
あ
る
と
周
囲
に
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　
広
尾
警
察
署

　
　
（
℡
2・
0
１
１
0
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
る
場
で
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
お
近
く
の
会
場
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

・
４
月
3
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
４
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
豊
似
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
４
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
2・
3
3
7
0
）

の
び
の
び
サ
ロ
ン

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
４
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
半
～
3
時

○
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容　
総
会
を
開
き
ま
す
。

問　
福
祉
係
（
℡
2・
0
１
7
2
）

催
し

弁
護
士
お
な
や
み
ご
と
相
談

　
釧
路
弁
護
士
会
で
は
、
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　
法
律
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
遺
言
や
離

婚
問
題
な
ど
、
身
近
な
悩
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

　
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
日
時　
４
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

●
会
場  

コ
ミ
セ
ン
第
１
会
議
室

問　
釧
路
弁
護
士
会
帯
広
会
館

　
　
（
℡
0
１
５
５・
６
６・
４
８
7
7
）

広
尾
書
道
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
書
道
と
茶
道
の
講
座
」

　
鉛
筆
・
毛
筆
・
ペ
ン
字
・
日
常
の
か

な
文
字
の
書
き
方
、
そ
し
て
礼
儀
作
法

と
し
て
の
茶
道
の
た
し
な
み
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

○
日
時

　
４
月
2
日
・
9
日
・ 

16
日
（
水
）

　
午
前
9
時
～

○
場
所　

　
コ
ミ
セ
ン
和
室

〇
そ
の
他

町
民
か
わ
ら
版

・
受
講
料
：
無
料

・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
申
込
は
当
日
ま
で
承
り
ま
す
。

　
（
飛
び
込
み
可
）

問　
広
尾
書
道
会　
代
表　
笹
川

　
　
（
℡
2・
3
2
7
８
）

広
尾
郷
土
芸
能

陣
屋
太
鼓
保
存
会　
会
員
募
集

　
広
尾
町
の
無
形
文
化
財
に
も
登
録
さ

れ
て
い
る
陣
屋
太
鼓
の
歴
史
と
伝
統
を

引
き
継
ぎ
、
各
種
行
事
で
演
奏
を
行
っ

て
い
ま
す
。
是
非
一
緒
に
活
動
を
し
ま

し
ょ
う
。
初
心
者
の
方
や
随
時
体
験
も

歓
迎
し
ま
す
。

○
練
習
日
時

　
毎
週　
水
曜
日
・
金
曜
日

　
午
後
６
時
～

○
場
所　

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

問　
代
表　
石
村　
雄
二

　
　
（
℡
0
9
0・５
9
５
６・６
６
５
６
）

み
ん
な
の
カ
フ
ェ

サ
ン
タ
バ
ァ
ド　
２
周
年

　
毎
月
第
3
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
「
サ
ン
タ
バ
ァ
ド
」
は
４
月

で
2
周
年
目
を
迎
え
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
月
の
開
催
で
は
、
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
が
無
料

で
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　
４
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

○
場
所

　
ゆ
う
ゆ
う
ベ
ー
カ
リ
ー
（
公
園
南
４
）

問　
広
尾
み
ん
カ
フ
ェ
実
行
部　
松
田

　
　
（
℡
0
9
0・８
2
7
3・3
８
0
3
）

掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
ひ
ろ
お
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
掲
載
可
能
な
情
報

　

 

町
民
（
ま
た
は
団
体
）
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

の
メ
ン
バ
ー
募
集
情
報
な
ど
、
公
益

的
な
情
報

（
注
） 

広
報
紙
へ
の
掲
載
が
適
さ
な
い

と
判
断
さ
れ
た
情
報
は
掲
載
を

お
断
り
し
ま
す
。

※ 

原
則
基
本
的
事
項
の
み
掲
載
。
詳
細

情
報
は
折
込
チ
ラ
シ
か
、
代
表
者
へ

の
問
合
せ
で
伝
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
料
金

　

 

無
料
。
た
だ
し
、
チ
ラ
シ
を
折
込
み

す
る
場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

○
原
稿
の
提
出
締
切
り

　
５
月
号　
４
月
１
日
（
火
）

○
提
出
先

　
企
画
課
ふ
れ
あ
い
の
係

※ 

郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
2・
0
１
８
４
）
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広尾町国民健康保険病院からのお知らせ

〈お問い合わせ ☎2-3111〉
〒089-2622 公園通南4-1尾町国民健康保険病院

地方独立行政法人

 

4月外来スケジュール変更のお知らせ
3月で診療が終了します3月で診療が終了します
耳鼻咽喉科 荒 木 先 生【毎週月曜日／午前】

精 神 科

林（美）先生【隔週木曜日／午後】
大 江 先 生【第1・3金曜日／午後】

4月より新しい診療枠が追加されます4月より新しい診療枠が追加されます
外　科

内　科 山 縣 先 生 毎週木曜日／午後

山 口 先 生 毎週月曜日／午前

患者様には大変ご迷惑をお掛け致しますが、ご理解くださいますようお願い申し上げます

ー ーーー

月 火 水 木 金
藤田山縣

ーー

ーー

ー

ー ー

ー

ー ー

ー

荒井山縣 荒井藤田

山口

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

関口

内　科                                                      
外 科
整 形 外 科
脳神経外科
耳鼻咽喉科
精 神 科

予約優先 藤田 荒井 午
後

ー

診療14：00～
後藤（隔週）

診療9：30～
清水

有馬
（隔週）

荒井

ー

ー

（4週）

（2・4週）

布施
望月
（奇数月・2週）

ー ー山口山口ー

小野寺午
前

午
後ー

ー

山口

午
前

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
後
午
後

午
前

山口

佐土根

ー 午
後

午
前

午
前

午
後 ー

ー午
前

午
後

脳神経外科

整 形 外 科

後藤 先生 隔週木曜日／午後耳鼻咽喉科

有馬 先生 隔週月曜日／午前耳鼻咽喉科

小 野 寺 先 生 第2・4月曜日／午後
佐 土 根 先 生 毎週木曜日／午前

大変お世話に
なりました

4月より担当の先生、診療日が変更になります4月より担当の先生、診療日が変更になります
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国保病院
外来日程（4月、5月）のお知らせ 問　国保病院（℡2－3111）

【消化器内科】
毎週水曜日の午後
※午前は検査を行っています。 林(健)医師

※４月３日（木）午後　休診

４月７日（月） 有馬医師
４月17日（木） 後藤医師
４月21日（月） 有馬医師

【耳鼻咽喉科】

５月１日（木） 後藤医師
５月15日（木） 後藤医師
５月19日（月） 有馬医師
５月29日（木） 後藤医師

隔週月曜日の午前
隔週木曜日の午後

４月３日（木） 赤津医師
４月17日（木） 赤津医師

【循環器内科】

５月１日（木） 赤津医師
５月15日（木） 赤津医師
５月29日（木） 赤津医師

毎週水曜日の午後 遠田医師
※５月28日（水）午後　遠田医師休診

第１・第３・第５木曜日の午後

【脳神経外科】
毎週木曜の午前 佐土根医師
※５月15日（木）午前　佐土根医師休診

４月22日（火） 山崎医師

【精神科】

５月13日（火） 布施医師
５月27日（火） 山崎医師

奇数月第２火曜日の午後
毎月第４火曜日の午後

【肩関節専門外来】

４月10日（木） 木村医師
４月24日（木） 木村医師

５月８日（木） 木村医師
５月22日（木） 木村医師

第２・第４木曜日の午後

【外科】
毎週月曜、水曜、金曜の午前、火曜、木曜の午後 山口医師

【内科】
水曜の午後　休診

【眼科】
毎週火曜日の午前（予約制） 藤田医師

今
年
度
も
Ｃ
Ｓ
の
推
進
に
ご
支
援
を

　
４
月
を
迎
え
、
学
校
で
は
新
年
度
の
教

育
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

各
学
校
は
、
新
し
い
重
点
教
育
目
標
と

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
た

指
導
の
重
点
内
容
や
組
織
体
制
の
充
実
等

を
設
定
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
運
営
計
画
は
、
２
月
か
ら
３

月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
学
校
運
営
協
議

会
で
学
校
か
ら
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
地
域
や
保
護
者
の
方
が

学
校
の
教
育
内
容
に
参
画
し
、学
校
と
地
域
・

家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
の
推
進
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
町
の
Ｃ
Ｓ
で
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
軸
と
し
た
学
校
運
営
を

大
切
に
し
、各
学
校
が
揃
っ
て「
チ
ー
ム
学
校
」

（
教
職
員
が
一
致
協
力
）
の
指
導
体
制
で
、

１
年
間
の
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
・
ご
家
庭
の
皆
さ
ん
に
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
向
け
、
今
年

度
も
Ｃ
Ｓ
推
進
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
尾
っ
子
応
援
団
本
部
よ
り

　
広
尾
っ
子
応
援
団
本
部
（
地
域
学
校
協

働
本
部
）
で
は
、
今
年
度
も
各
校
の
Ｃ
Ｓ

と
の
連
携
及
び
、
学
校
教
育
活
動
へ
の
支

援
や
広
尾
っ
子
応
援
団
だ
よ
り
に
よ
る
情

報
発
信
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
活
動
、
放
課

後
読
書
等
ふ
れ
あ
い
広
場
の
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
は
、
地
域
学
校
協
働
活

動
と
呼
ば
れ
、
幅
広
い
地
域
住
民
の
参
画

を
得
て
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
学

び
や
成
長
を
支
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
地

域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
し
て
行
う
様
々

な
活
動
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ん

が
教
育
活
動
に
協
力
い
た
だ
い
た
り
、
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て
い
た
だ
い
た
り

し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
温
か
い
支
援
の
一
つ
一
つ
の
積

み
重
ね
が
、
広
尾
っ
子
の
成
長
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
り
、

学
び
に
向
か
う
姿
勢
が
よ
り
充
実
し
て
き

た
と
の
成
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
小

学
校
に
２
年
続
け
て
広
尾
っ
子
応
援
団
の

方
（
匿
名
）
か
ら
、
ひ
ろ
お
サ
ン
タ
カ
ー

ド
が
届
い
て
い
ま
す
。
広
尾
っ
子
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
お
心
遣
い
に
本
当
に

感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
（
広
尾
町
教
育
委
員
会

�

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します

第２・第４月曜日の午後
※４月は第１・第３月曜日の午後

【整形外科】

４月７日（月） 小野寺医師
４月21日（月） 小野寺医師

５月12日（月） 小野寺医師
５月26日（月） 小野寺医師

毎週火曜の午前 関口医師
毎週木曜の午前 清水医師
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シリーズ国民年金／地域包括支援センター

120

　
町
で
は
、
ご
自
宅
で
介
護
を
さ
れ

て
い
る
方
へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

次
の
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
介
護
用
品
等
支
給
事
業

　
介
護
に
必
要
な
紙
お
む
つ
や
清
拭

剤
等
及
び
そ
の
廃
棄
に
か
か
る
町
指

定
ご
み
袋
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
支
給
要
件
）

※
要
件
①
②
③
全
て
に
該
当
す
る
方
。

①�

町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

上
、
同
一
世
帯
で
介
護
を
し
て
い

る
町
民
税
非
課
税
世
帯
。

②�

介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
１
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
ま
た

は
障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
障

害
支
援
区
分
１
以
上
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
。

③�
介
護
保
険
法
ま
た
は
障
害
者
総
合

支
援
法
に
よ
る
認
定
調
査
票
の
排

泄
項
目
で
全
介
助
の
方
を
介
護
し

て
い
る
ご
家
族
。

◆
要
介
護
高
齢
者
等
介
護
手
当

　
在
宅
で
要
介
護
高
齢
者
等
を
介
護

し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
介
護
手
当

（
月
額
１
万
円
）を
支
給
し
て
い
ま
す
。

（
支
給
要
件
）

※
要
件
①
②
全
て
に
該
当
す
る
方
。

①�

町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

上
、
同
一
世
帯
で
介
護
を
し
て
い

る
家
族
。

②�

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
４

ま
た
は
要
介
護
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
も
し
く
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
者
支
援

区
分
５
ま
た
は
区
分
６
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
を
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
家
族
。

　
詳
し
く
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・３
３
７
０
）

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方
の
支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す

401

　
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
前
年

所
得
が
基
準
以
下
の
学
生
を
対
象
と

し
た
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障

が
い
が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

未
納
の
ま
ま
放
置
せ
ず
学
生
納
付
特

例
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
に
な
る
方

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各

種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、

ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式

で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】
１
2
8
万
円
＋
｛
扶

養
親
族
×
38
万
円
｝

◆
承
認
期
間

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら

2
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
に
つ

い
て
も
遡
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
期
間
の
年
金

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い

た
め
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と

き
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、遡
っ

て
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。

◆
申
請
時
に
必
要
な
書
類

・�

学
生
証
（
有
効
期
間
が
表
記
さ
れ

て
い
る
も
の
）
の
写
し
ま
た
は
在

学
証
明
書
（
原
本
）

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
（
基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
も
の
）

問　
住
民
課
住
民
係

　
　
（
℡
２・０
１
７
１
）

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
制
度
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けんこうひろば 健康管理センター℡2－5122

日
時　
６
月
28
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
30
日
（
月
）

受
付　
６
時
～
10
時

会
場　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

申
込　
５
月
30
日
（
金
）
ま
で

が
ん
検
診

　
２
人
に
１
人
が
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
る
「
が
ん
」。
年
１
回
、

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　
35
歳
以
上
の
方

　
　
　

�（
前
立
腺
が
ん
検
診
は
50

歳
以
上
の
男
性
）

内
容
・
料
金

・
胃
が
ん
検
診�

１
，
０
０
０
円

・
肺
が
ん
検
診�

３
０
０
円

・
大
腸
が
ん
検
診�

６
０
０
円

・
前
立
腺
が
ん
検
診

�

１
，
０
０
０
円

特
定
健
診
・
健
康
診
査

　
個
人
で
受
け
る
と
最
大
約
１
万

円
か
か
る
検
査
が
、
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

対
象

①�

30
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
中
の
方

②�

75
歳
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
中
の
方

③�

30
歳
以
上
の
生
活
保
護
世
帯
の

方
※�

①
～
③
以
外
の
方
で
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」
を
お
持
ち
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診・特
定
健
診
等

内
容　

�

身
体
測
定
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
、
心
電
図
検
査
等

料
金　
無
料

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象　

�

40
～
70
歳
で
受
診
し
た
こ

と
が
な
い
方

内
容　
血
液
検
査

　
　
　
（
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
）

料
金　
７
０
０
円

※�

各
種
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
は
、
年
度
内
70
歳
以
上

の
方
や
生
活
保
護
世
帯
の
方
は

無
料
で
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
、
感
染

し
て
も
す
ぐ
に
症
状
が
現
れ
ま
せ
ん
。

　
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
早
期

発
見
・
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

対
象　
小
学
３
年
生
以
上
の
方

　
　
　
（
５
年
に
１
回
）

内
容　
血
液
検
査

料
金　
無
料

※�

未
成
年
の
方
は
、
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
ド
ッ
ク
は
、
広
尾

町
国
民
健
康
保
険
病
院
で
実
施
し

て
い
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
た
検
診
で
す
。

対
象　

�

受
診
時
に
30
歳
以
上
の
町

民
の
う
ち
、
①
ま
た
は
②

に
当
て
は
ま
る
方　

①
社
会
保
険
被
保
険
者
（
本
人
）

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
ド
ッ
ク
の
助
成

は
、
①
②
③
を
と
お
し
て
生
涯

１
回
の
み
で
す
。

※�

②
③
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
程
度
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

助
成
金
額　
４
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
１
人
１
回
）

場
所
・
申
込

・
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
病
院

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
つ
つ
み

・
大
樹
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院

・
大
庭
医
院

・
森
ク
リ
ニ
ッ
ク

※�

上
記
の
対
象
年
齢
以
外
の
方
や
、

過
去
に
接
種
歴
の
あ
る
方
で
５

年
以
上
経
過
し
て
い
る
方
は
、

任
意
接
種
（
８
，
０
０
０
円
程

度
）
と
し
て
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
令
和
７
年
４
月
以
降
、
お
子
さ

ん
の
健
診
や
予
防
接
種
の
実
施
体

制
が
変
わ
り
ま
す
。

乳
幼
児
健
診

●
乳
児
健
診

対
象　

�

３
～
５
か
月

　
　
　
６
～
８
か
月

　
　
　
10
～
12
か
月

日
時　
偶
数
月

　
　
　
第
１
木
曜
日
（
午
後
）

●
幼
児
健
診

お
子
さ
ん
の
健
診
や

予
防
接
種
の
実
施
体
制
に

つ
い
て

②�

社
会
保
険
被
扶
養
者
（
家
族
）

の
う
ち
、
広
尾
町
国
民
健
康
保

険
病
院
で
特
定
健
診
受
診
券
が

使
用
で
き
な
い
方

※�

他
の
医
療
機
関
等
で
す
で
に
特

定
健
診
を
受
け
た
方
は
、
助
成

の
対
象
外
で
す
。

助
成
金
額　
７
，
１
５
０
円

　
　
　
　
　
（
年
１
回
）

場
所
・
申
込

　
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
（
℡
２・３
１
１
１
）

※�

受
診
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
肺
炎
球
菌
と
は

　
肺
炎
球
菌
は
主
に
気
道
の
分
泌

物
に
含
ま
れ
る
細
菌
で
、
唾
液
な

ど
を
通
じ
て
飛
沫
感
染
し
、
気
管

支
炎
や
肺
炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重

い
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
方

①
65
歳
の
方

②�

接
種
時
に
60
～
64
歳
で
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
障
が

い
が
あ
る
方

③�

接
種
時
に
60
～
64
歳
で
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
方

※�

定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
機
会

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

予
防
接
種

対
象　

�

１
歳
６
～
８
か
月

　
　
　
３
歳
２
～
３
か
月

日
時　
奇
数
月

　
　
　
第
１
木
曜
日
（
午
後
）

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

予
防
接
種

場
所

・
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
（
全
て
の
予
防
接
種
）

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
つ
つ
み

　
（
日
本
脳
炎
２
期
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

※�

日
時
等
は
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

※�

対
象
と
な
る
方
に
は
個
別
に
ご

案
内
し
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
ほ
し
い
け
れ
ど
も

な
か
な
か
授
か
ら
な
い
な
ど
、
治

療
や
費
用
助
成
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
様
々
な
お
悩
み
に
つ
い
て
は

各
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　
　
　 不

妊
症
や
不
育
症
で

お
悩
み
の
方
へ

町ウェブサイト
はこちら

各種相談窓口に
ついてはこちら
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ほんのおしらせ-BOOK- 図書館℡2－2141

出発!!移動図書館バス

お
知
ら
せ

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

Ｇ
Ｗ
期
間
に
つ
い
て

子
ど
も
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ
て
企
画
を
行
い
ま
す
。

①
こ
ん
ぶ
っ
く
ビ
ン
ゴ

◇
期
間
：
４
月
23
日
（
水
）
～
５
月
11
日
（
日
）

◇
対
象
：
幼
児
～
小
学
生

◇
内
容
： 「
こ
ん
ぶ
っ
く
ビ
ン
ゴ
」
シ
ー
ト
に
書
か
れ
た

内
容
を
達
成
し
て
「
こ
ん
ぶ
っ
く
し
お
り
」
を

も
ら
お
う
！

※ 

こ
ん
ぶ
っ
く
と
は
…
広
尾
町
立
図
書

館
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、

昆
布
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
土
曜
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

◇
日
時
：
４
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

◇
場
所
：
図
書
館　
童
話
ル
ー
ム

◇
対
象
：
幼
児
～
小
学
生

◇
内
容
： 

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
の
他
に
、「
お

た
の
し
み
」
も
行
い
ま
す
。

◇
申
込
：
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
広
尾
町
に
関
す
る
内
容
の
本
（
町
内
会
誌
等
）、

古
い
地
図
な
ど
お
家
に
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
も
し
寄
贈
し
て
も
い
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
図
書
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
別
貸
出

　
次
の
期
間
中
に
本
を
借
り
る
と
返
却
日
が
3
週
間
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

◇
期
間
：
４
月
15
日
（
火
）
～
４
月
27
日
（
日
）

※
休
館
日
を
除
き
ま
す
。

◇ 

休
館
中
の
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
入
り
口
付
近
に
あ

る
「
本
の
返
却
箱
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
春 

め
く
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
料
理
【
一
般
コ
ー
ナ
ー
】

　

 

春
が
旬
の
野
菜
や
果
物
を
使
っ
た
料
理
や
お
菓
子
作
り

の
本
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

新刊図書

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
頭
の
回
転
が
速
い
人
の
言
語
化
の
コ
ツ

�

金
山　
拓
夢

◇
ほ
ぼ
１
0
0
均
道
具
で
パ
テ
ィ
シ
エ
級
お
や
つ

�

室
崎　
さ
ゆ
り

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
青
い
絵
本�

桜
木　
紫
乃

◇
黙
っ
て
喋
っ
て�

ヒ
コ
ロ
ヒ
ー

児
童
書
・
絵
本
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
本
当
に
危
な
い
闇
バ
イ
ト
の
話

�

廣
末　
登
（
監
修
）

◇
う
ご
き
の
こ
と
ば
絵
本�

坂
本　
京
子
（
文
）

『
し
ん
ど
く
な
ら
な
い「
ひ
と
り
暮
ら
し
」ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

 
華
井　
由
利
奈
／
光
文
社

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

　
こ
の
本
に
は
、
ひ
と
り

暮
ら
し
を
す
る
の
に
必
要

な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
新
生
活
が
始
ま
る
こ
の

時
期
に
お
す
す
め
の
一
冊

で
す
。

展
示
コ
ー
ナ
ー

【
４
月
の
休
館
日
】
7
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
・
29
日

※
毎
週
月
曜
日
・
祝
祭
日
は
休
館
日
で
す
。

４
月
22
日

（火）

５
月
20
日

（火）

老人ホームかもめ前 ９:50～10:05

Ａコープサンタ村前 13:15～13:30

野塚郵便局前 13:45～14:00

４
月
25
日

（金）

５
月
23
日

（金）

丸山寿の家 10:50～11:05

フクハラるる店前 11:15～11:30

音調津郵便局前 13:45～14:00
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広尾町地域おこし協力隊 隊員日記

　
俳
　
句

（
寄
木
吟
社
）

二
ン
月
の
畑は

た

一
面
の
黄き

の
盛
り�

蓮
月

寒
明
け
や
ダ
ー
ツ
で
決
め
る
旅
プ
ラ
ン　

�

登
志
恵

ね
え
ど
な
た
待
合
室
の
マ
ス
ク
顔�

伊
都
子

終つ
い

の
家い

え

誰
が
植
ゑ
し
か
ク
ロ
ッ
カ
ス�

明
見

珈
琲
と
エ
ク
レ
ア
の
午
後
日
脚
伸
ぶ�

て
い
こ

　
短
　
歌

山
肌
走
る
炎
と
煙

　

懸
命
の
消
火
も
鎮
火
は
雨
頼
み�

佐さ

さ

き

々
木
恵え

み

こ

美
子

雪
道
を
幼
心
を
思
い
出
し

　

帰
り
の
靴
跡
母
の
笑
顔�

本ほ

ん

だ田　
　

道み

ち

こ子

Vol.107

空き家対策マネージャーの伊藤萌です！

今年度もよろしくお願いします。
　広尾町の地域おこし協力隊として活動を始めて、気づけば１年が
経過しました。この１年、仕事やプライベートを通じて、広尾町に
来る前までは体験できなかった物事に数多く触れ、広尾町での暮ら
しに楽しさを感じる場面がたくさんありました。
　協力隊としての任期はまだ続きますが、これまでの経験を活かし、
今年度はさらに多くの方と、広尾町の空き家対策について一緒に考
える機会を作っていきたいと思っています。
　引き続き、空き家バンクへの相談も受け付けていますので、お気
軽にお問い合わせください。（企画課２－０１８４）
　今年度も、何卒よろしくお願いします。

商工振興担当の関本凱斗です！

昨年度、広尾しごとでマッチングが６件ありました！
　こんにちは！水産商工観光課の関本です。あっという間に冬
が終わり、春を感じられる季節にもなりましたね。
　求人情報を一元化し、総マッチング数が６件ありました。う
ち、採用が４件ありましたので大きな成果だと感じています！
　今年１月には、「広尾しごと」のサイトをリニューアルしてホー
ムページ上で応募ができるフォーム機能も追加しました！現在
の求人情報は27件で、広報に折込する紙での発行は今後、年４
回を予定しています。
　今後も「広尾しごと」のサイトを運用して、より多くの人に届くように工夫します。求人情報の掲載
や求人への応募をお待ちしています！
　是非、「広尾しごと」で検索してください！
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広尾町子育て支援センター（℡2-2553）　〒089-2621　公園通北2丁目51番地2《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

月 火 水 木 金
１日　　２～４歳 ２日　　全 年 齢 ３日　　０、１歳 ４日　　全 年 齢

７日　　全 年 齢 ８日　　１～４歳 ９日　　全 年 齢 10日　　０　　歳 11日　　全 年 齢

14日　　全 年 齢 15日　　全 年 齢 16日　　２～４歳 17日　　０、１歳 18日　　全 年 齢
絵本大好き

21日　　全 年 齢 22日　　０、１歳 23日　　全 年 齢 24日　　２～４歳 25日　　全 年 齢
お楽しみ広場 お楽しみ広場

28日　　全 年 齢 29日　　休　　所 30日　　０、１歳
昭和の日

支援センターは、こんなところです
　お子さんと一緒におもちゃや遊具で遊
んだり、保護者同士が子育ての情報も交
換できる仲間作りの広場です。お気軽に
遊びに来てください。お待ちしています。
　午前　９時30分～11時30分（月～金）
　午後　２時～４時（火・水・木のみ）
　＊利用は無料です。予約不要です。

一時保育も行っています
　子育て支援センターでは一時保育も
行っています。緊急時、学校などの行
事参加で一時的にお子さんを家庭で保
育できない場合などにご利用ください。
＊ 詳細は支援センターまでお問い合わ

せください。（生後６ヶ月～就学前
のお子さんが対象になります）

お楽しみ広場
　子どもの年齢に合わせてふれあい遊びや
製作遊び・季節や行事に合った遊びなど、
親と子が共に楽しめる場を提供しています。

絵本大好き
　図書館の職員とボランティアさ
んが来て絵本を読んでくれます。

４　月　の　あ　そ　び

●
情
報
提
供
／
芽
室
町
魅
力
創
造
課
魅
力
創
造
係　
℡
０
１
５
５・６
２・９
７
３
６

友
好
都
市
通
信
◯150

　
広
尾
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　
芽
室
町
の
ま
ち
な
か
で
夢
を
か
な
え

た
い
人
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
応
援
者

と
夢
実
現
の
道
筋
を
語
り
合
う
「
メ
ム

ロ
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ン
（
Ｍ
Ｄ
Ｌ
）」
の

今
年
度
最
後
の
ケ
ー
ス
会
議
を
２
月
20

日
に
町
内
の
メ
ム
ロ
ユ
ナ
イ
ト
ベ
ー
ス

で
開
催
し
ま
し
た
。
約
30
人
が
参
加
し
、

登
壇
者
３
人
の
将
来
の
夢
に
耳
を
傾
け

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
し
た
。

　
メ
ム
ロ
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ン
は
、
町
が

今
年
始
め
た
「
ま
ち
な
か
チ
ャ
レ
ン
ジ

相
談
者
支
援
委
託
事
業
」
の
一
環
。
町

か
ら
委
託
さ
れ
た
（
一
社
）
十
勝
プ
ラ

ス
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
町
内

で
新
た
な
活
動
を
始
め
た
い
人
と
協
力

や
応
援
者
を
つ
く
る
場
と
し
て
開
催

し
、
こ
れ
ま
で
14
人
の
登
壇
者
と
延
べ

1
5
0
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
理
論
建
築
家
の
小

笠
原
正
樹
さ
ん
は
「
Ｍ
Ｄ
Ｌ
を
通
じ
、

つ
な
が
り
や
新
た
な
動
き
が
生
ま
れ
て

い
る
の
を
感
じ
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
開
催
予
定
で
す
の
で
、
機

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
覗
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
芽
室
町
魅
力
創
造
課　
餌
取
）

メ
ム
ロ
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
こ

ち
ら

今
年
度
最
後
の
「
メ
ム
ロ
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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: コミュニティセンター　 : 健康管理センター　 : 子育て支援センター　 : 青少年会館
: 老人福祉センター　 : 広尾町国民健康保険病院　 : 町立図書館　 : 児童福祉会館
: 生活支援ハウスなごみ　 : 農村環境改善センター

X
@town_hiroo

Facebook
@hirootown.official

Instagram
town_hiroo

広尾町公式 SNS ぜひ「フォロー」
してください

ひろお保育園入園式
豊似保育所入所式
年金相談（商工会館※要予約10:30）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山縣医師）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

入学式（広尾小・豊似小・広尾中・広尾高）

運転免許証更新時講習（ 違反10:00/ 優良13:00/ 一般13:45/ 初回15:00）

ぴよママサロン（ 10:30）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 荒井医師）

のびのびサロン（ 13：30）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

弁護士おなやみごと相談（ ※要予約13：00）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

絵本大好き（ ２～４歳対象10:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 藤田医師）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

お楽しみ広場（ ０、１歳対象10:30）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

お楽しみ広場（ ２～４歳対象10:30）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山口医師）

土曜おはなし会スペシャル（ 10:30）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

昭和の日

表紙の写真
３月１日に広尾高校で卒業式が行われ、
28人に柴山真純校長から卒業証書が授
与されました。在校生代表の田中音

ひび

輝
き

さんが「それぞれの道を力強く歩んで」
と送辞を読み、卒業生代表の大溝悠真
さんは、お世話になった先生や家族、
友達に感謝の言葉を贈りました。
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4月の予定

休日当番病院　町立病院
人の動き　（　）内は前月比
�人　口　5,863人（-15人）
�男　性　2,832人（-６人）
�女　性　3,031人（-９人）
�世帯数　3,127世帯（+２世帯）
内訳
�自然増減　-10
　（出生０人・死亡10人）
�社会増減　-５
　（転入等14人・転出等19人）
�※外国人住民を含みます
�　（２月28日現在）
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